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続 
放
射
線
と
そ
の
影
響
を
知
ろ
う

先
月
号
に
引
き
続
き
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
柴
田
徳
思
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た

「
放
射
線
講
演
会
」
の
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
最
も
気
に
な
る
放
射
線
に
よ
る
生
物
へ
の
影
響
と
リ
ス
ク
、
放
射
線
以
外
の
リ

ス
ク
、
さ
ら
に
講
演
会
で
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
と
回
答
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■放射線講演会

　
　

生
物
へ
の
影
響

　

私
た
ち
は
放
射
線
の
あ
る

中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
放
射
線
が
生
物
に

対
し
て
ど
う
い
う
影
響
を
も

た
ら
す
の
か
を
説
明
し
て
い

き
ま
す
。

　

一
つ
は
、
非
常
に
大
き
な

被
ば
く
が
あ
る
と
体
の
組
織

や
臓
器
が
傷
つ
い
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
「
確
定

的
影
響
」
と
言
い
ま
す
。
例

え
ば
、
皮
膚
が
か
い
よ
う
に

な
っ
た
り
、
壊
死
し
て
し

ま
っ
た
り
と
い
っ
た
症
状
が

出
る
の
は
、
１
シ
ー
ベ
ル
ト

以
上
の
被
ば
く
を
し
た
場
合

に
起
こ
り
ま
す
。
低
い
放
射

線
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
こ

と
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
確
定
的
影
響
で
も
低
い

線
量
で
発
生
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
母
親
の

胎
内
の
赤
ち
ゃ
ん
が
被
ば
く

す
る
と
奇
形
の
発
生
な
ど
が

１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の

被
ば
く
で
起
こ
る
の
で
、
気

を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
組
織
が
損

傷
を
受
け
る
被
ば
く
で
な
く

て
も
放
射
線
の
場
合
は
、
体

の
中
に
入
っ
て
電
子
が
動
き

ま
す
。
電
子
が
細
胞
を
傷
つ

け
、
細
胞
の
中
に
あ
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
修
復
さ

れ
ま
す
が
、
失
敗
す
る
と
異

常
な
細
胞
が
で
き
ま
す
。
普

通
は
異
常
な
細
胞
が
で
き
て

も
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
自
爆
す
る
機
能

が
あ
る
の
で
、
自
ら
消
え
ま

す
。
そ
こ
で
も
生
き
残
っ
た

異
常
な
細
胞
は
、
免
疫
機
構

で
出
て
く
る
キ
ラ
ー
細
胞
と

か
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
退
治

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

人
の
体
の
中
に
通
常
６
千
ベ

ク
レ
ル
ぐ
ら
い
の
放
射
性
物

質
が
あ
っ
て
傷
つ
い
て
も
、

み
ん
な
き
れ
い
に
消
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
を
取
る
と
免

疫
機
能
の
細
胞
が
弱
く
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
ま
れ
に

ガ
ン
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
「
確
率
的

影
響
」
と
言
い
ま
す
。
若
い

時
に
あ
ま
り
ガ
ン
に
な
ら
な

い
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。

　
放
射
線
の
リ
ス
ク
と

　
他
の
リ
ス
ク

　

毎
年
千
人
に
３
人
は
ガ
ン

で
亡
く
な
り
、
１
万
人
に
３

人
は
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な

る
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。

広
島
・
長
崎
で
被
ば
く
さ
れ

た
方
々
の
追
跡
調
査
の
結
果
、

生
涯
で
千
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

被
ば
く
す
る
と
ガ
ン
で
亡
く

な
る
リ
ス
ク
は
５
パ
ー
セ
ン

ト
増
え
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
割
合

と
す
れ
ば
、
１
０
０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
は
0.5
パ
ー
セ
ン
ト

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
で
は
30
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
が
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
１
万
人
中

３
千
人
が
ガ
ン
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
１
万
人
の
0.5
パ
ー

セ
ン
ト
は
50
人
で
す
か
ら
、
50

人
増
え
て
３
０
５
０
人
が
亡

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
10
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
で
は
、
ガ
ン
を
発
生
さ

せ
る
他
の
影
響
に
隠
れ
て
放

射
線
の
影
響
に
対
す
る
は
っ

き
り
と
し
た
デ
ー
タ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
放
射
線
防
護
の
観

点
か
ら
は
、
ガ
ン
の
影
響
は

被
ば
く
線
量
に
比
例
す
る
と

考
え
て
０・
０
５
パ
ー
セ
ン
ト

増
え
る
と
考
え
ま
す
。

　

確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、

放
射
線
の
影
響
で
発
症
す
る

病
気
は
ガ
ン
で
あ
る
こ
と
。

ガ
ン
は
最
初
の
異
常
細
胞
が

で
き
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で

20
～
30
年
程
度
か
か
り
、
高

齢
に
な
り
、
免
疫
機
能
が
低

下
す
る
と
ガ
ン
の
発
生
も
多

く
な
る
こ
と
。
肥
満
や
喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
ガ
ン
に
な

る
要
因
は
私
た
ち
の
身
の
回

り
に
多
く
あ
り
、
放
射
線
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
考
え
も
し
な
か
っ
た

状
況
の
中
で
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご

心
労
は
、
察
す
る
に
余
り
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
放
射
線
に
対
し
て
過
度

な
警
戒
を
す
る
こ
と
が
む
し

ろ
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
な

り
、
自
ら
の
健
康
を
損
ね
て

し
ま
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●貸出対象　市内に住所がある個人または団体など
●貸出方法　最寄りの貸出窓口に電話などで予約後、
　　　　　　窓口で申請書を記入
●必要書類　本人確認ができる書類 ( 運転免許証など )
●貸出時間　１回１日まで
●貸出窓口　市民部 生活環境課　(81-2272
　　　　　　滝根行政局 市民課　(78-1202
　　　　　　大越行政局 市民課　(79-2112
　　　　　　都路行政局 市民課　(75-2113
　　　　　　常葉行政局 市民課　(77-2112
　　　　　　各出張所 ( 平日のみ貸出可 )

放射線測定器　貸し出しています

食品などの測定について
●申込方法　下記の受付窓口へ事前に電話でお申し込みください。
●受付時間　平日の午前９時～午後５時
●持込方法　予約した日に受付窓口に直接持参してください。
●受付窓口　市民部 生活環境課 (82-1116、各行政局 市民課、
                    文珠出張所 (82-1522、美山出張所 (82-1515、
                    瀬川出張所 (84-2111、 移出張所 (86-2111、  
                  芦沢出張所 (82-1520、七郷出張所 (85-2111、
                   要田出張所 (62-2563
●測定対象　・市内で作った食品（自宅などで収穫された自家
　　　　　　　用の野菜、山菜やきのこなど）
　　　　　　・水（飲料に使う引き水や井戸水）
　　　　　　　※測定１回につき１食品となります。
◆測定食品を持ち込むときの留意点
　　測定食品の外表面を「食べる前の状態」に洗い、包丁また
　はミキサーなどで細かくみじん切りにしてビニール袋などに
　入れ、密閉された状態で持参してください。
　　測定には、1.5 ｋｇ（水は 1.5 ℓ以上）必要です。
      ※測定器の関係上、測定対象の種類を問わず 1.5 ｋｇ
         ( 水は 1.5 ℓ ) 未満の場合は測定できません。

7,000 ～ 10,000
全身被ばく
死亡

※放射線の量
( ミリシーベルト )

1,000
全身被ばく
悪心、嘔吐 (10％の人 )

胃のＸ線集団検診 (1 回 )

国内自然放射線の差

岐阜⇔神奈川
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胸部Ｘ線コン
ピュータ (1 回）
断層撮影検査
(CT スキャン）

( 世界平均 )
１人当たりの
自然放射線
( 年間）

全身被ばく
末梢血中のリンパ球の
減少

東京～ニューヨーク
航空機旅行 ( 往復 )

200
全身被ばく
これより低い線量では臨床
症状が確認されていません

1.0
一般公衆の線量限度

年間 ( 医療は除く )

出典および参考：UNSCEAR2000 年報告書、ICRP2007 年勧告、
　　　　　　　　日本放射線技師会医療被ばくガイドラインなどより

10ブラジル
ガラパリでの自然
放射線 ( 年間 )

胸のＸ線集団検診 (1 回 )


